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 本書で記載されている内容に誤りがありました。読者の皆様に深くお詫び申し上げます

とともに、下記のとおり訂正させていただきます。（平成 27年 9月現在） 

 

【頁】158  【箇所】解答 2（二） 

【誤】 

 静摩擦係数をμとすると，μ＝0.3 となる。上向きに作用する力を F と置くと，水平方

向の力は図のように分散され，F＝cos30°となる。この力が静摩擦力を超えれば動き出す

ことから以下の式が成り立つ。 

F×cos30°＞80×9.8×0.3 

F ×
√3

2
＞80 × 9.8 × 0.3 

∴  F＞
80 × 9.8 × 0.3 × 2

√3
＝271.6〔N〕 

 よって動き始めるのに要する力 F は 271.6〔N〕となる。 

答 271.6〔N〕 

 

【正】 

＜SIによる計算＞ 

 図のように、水平に対し 30°上向きに作用する力を X[N]とする。 

 垂直方向に作用する分力をN[N]とすると、 

N＝Xsin30° 

＝X ×
1

2
・・・・・・① 

 水平方向に作用する分力を f[N]とすると、 

f＝Xcos30° 

＝X ×
√3

2
・・・・・・② 

となる。 

 

 摩擦力を F[N]とすると、F は物体と水平面との間の押し合う垂直力に摩擦係数 0.3 を乗

じた値となる。 

 F＝(80 × 9.8 − N) × 0.3・・・・・・③ 

 水平に動き始めるには、fが Fと等しくなる必要がある。よって、①、②、③式より 



f ＝ F 

X ×
√3

2
＝(80 × 9.8 − X ×

1

2
) × 0.3 

X =
80 × 9.8

1
2

(
√3
0.3

+ 1)

= 231.5 

 よって、物体が水平に動き始めるのに要する力は、Xは 231.5[N]となる。 

 

答 231.5[N] 

 

＜重力単位による計算＞ 

図のように、水平に対し 30°上向きに作用する力を X[kgf]とする。 

垂直方向に作用する分力を N[kgf]とすると、 

N＝Xsin30° 

＝X ×
1

2
・・・・・・① 

水平方向に作用する分力を f[kgf]とすると、 

f = Xcos30° 

＝X ×
√3

2
・・・・・・② 

となる。 

 

 摩擦力を F[kgf]とすると、Fは物体と水平面との間の押し合う垂直力に摩擦係数 0.3を乗

じた値となる。 

 F＝(80 − N) × 0.3・・・・・・③ 

 水平に動き始めるには、fが Fと等しくなる必要がある。よって、①、②、③式より 

f＝F 

X ×
√3

2
＝(80 − X ×

1

2
) × 0.3 

X＝
80

1
2 (

√3
0.3 + 1)

＝23.6 

 よって、物体が水平に動き始めるのに要する力は、Xは 23.6[kgf]となる。 

 

答 23.6[kgf] 


